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令
和
六
年
度
、福
井
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
絹
本
着
色
「
羅
漢
図
」
二
幅
の
（
以
下
、本
作
）

の
解
体
修
理
を
行
っ
た
。
本
作
は
松
平
家
伝
来
品 

と
確
認
で
き
て
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

に
当
館
へ
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
、
十
五
世
紀
の
制
作
と
さ
れ
、
十
六
羅
漢

の
う
ち
第
六
尊
者
の
跋
陀
羅
尊
者
と
第
十
尊
者
の
半
託
迦
尊
者 

を
一
幅
に
つ
き
一
尊
者
を
描

い
て
お
り
、元
は
十
六
幅
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
作
は
松
平
家
伝
来
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

福
井
に
残
る
仏
画
の
名
品
だ
が
、
折
損
や
料
絹
剥
離
を
は
じ
め
経
年
に
よ
る
劣
化
が
著
し
い

状
況
で
今
後
も
劣
化
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
一
ヵ
年
に
よ
る
修

理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

施
工
者
に
よ
る
修
理
報
告
書
に
基
づ
き
、
そ
の
修
理
工
程
を
略
記
す
る
。

作
品
概
要

　

作
品
名　

羅
漢
図

　

作　
　

者　

不
詳

　

員　
　

数　

跋
陀
羅
尊
者　

一
幅

　
　
　
　
　
　

半
託
迦
尊
者　

一
幅

　

時　
　

代　

十
五
世
紀
・
室
町
時
代

　

材
質
技
法　

絹
本
着
色

　

表　
　

装　

幢
補
一
文
字
廻
し
三
段
表
具

　

法
量
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　
（
跋
陀
羅
尊
者
）
修
理
前
本
紙　

縦 

一
〇
二
・
九 

× 

横 

四
五
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
前
表
具　

縦 

一
九
六
・
七 

× 

横 

五
七
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
後
本
紙　

縦 

一
〇
二
・
五 

× 

横 

四
五
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
後
表
具　

縦 

一
九
四
・
八 

× 

横 

五
七
・
〇

　
　
　
（
半
託
迦
尊
者
）
修
理
前
本
紙　

縦 

一
〇
二
・
八 

× 

横 

四
五
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
前
表
具　

縦 

一
九
六
・
四 

× 

横 

五
七
・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
後
本
紙　

縦 

一
〇
二
・
八 

× 

横 

四
五
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
後
表
具　

縦 

一
九
五
・
七 

× 

横 

五
七
・
三
五

〈
修
理
報
告
〉　

【
令
和
六
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
】絹
本
着
色「
羅
漢
図
」︵
二
幅
）

施
工
者　

株
式
会
社　

坂
田
墨
珠
堂

施
工
期
間　

令
和
六
年
四
月
十
一
日 

～ 

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

修
理
前
状
況
・
修
理
方
針

　

二
幅
に
共
通
す
る
損
傷
と
し
て
、
全
体
的
な
折
損
や
料
絹
剥
離
な
ど
の
一
般
的
な
経
年
劣

化
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
経
年
に
よ
る
付
着
物
や
汚
れ
、
絵
具
の
膠
着
力
低
下
に
よ
る
剥
落
、

表
装
裂
の
傷
み
も
生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
過
去
の
過
度
な
修
理
も
認
め
ら
れ
、
各
尊
者
の
肉

身
の
大
部
分
に
お
い
て
料
絹
欠
失
が
甚
大
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
り
補
修
絹
が
施
さ
れ
て

い
た
（
修
理
過
程
で
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
記
す
）。

　

本
修
理
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
の
保
存
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
右
記
損
傷
を
改
善
す
る

た
め
、
裏
打
ち
紙
の
交
換
を
は
じ
め
と
し
た
本
格
解
体
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
な

お
、
風
帯
裏
裂
を
の
ぞ
く
表
装
裂
と
象
牙
軸
首
は
再
使
用
し
、
上
下
軸
木
、
座
鐶
、
紐
、
太
巻
、

保
存
箱
は
新
調
と
し
た
。

修
理
工
程

◯1
修
理
前
調
査
、
記
録
撮
影

◯2
本
紙
料
絹
断
片
、
絵
具
層
の
不
安
定
な
部
分
の
養
生

◯3
表
具
の
解
体

◯4
本
紙
汚
れ
除
去
（
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

◯5
剥
落
止
め

◯6
旧
裏
打
紙
（
総
裏
紙
）
除
去

◯7
本
紙
汚
れ
除
去
（
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

◯8
仮
裏
打
ち
・
剥
落
止
め

◯9
表
打
ち
・
画
面
保
護

◯10
裏
打
ち
紙
選
定
・
染
織
調
整

施
工　

株
式
会
社　

坂
田
墨
珠
堂

編
集　

田　

中　

亜　

季
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◯11
旧
肌
裏
紙
除
去
（
乾
式
肌
上
げ
法
）

◯12
作
品
裏
面
調
査

◯13
旧
補
修
絹
除
去

◯14
本
紙
料
絹
欠
失
箇
所
に
補
修
絹
補
填

◯15
表
装
裂
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
肌
裏
紙
打
ち
替
え
、
ほ
つ
れ
止
め

◯16
肌
裏
打
ち

◯17
増
裏
打
ち

◯18
補
填
し
た
補
修
絹
補
彩

◯19
折
伏
入
れ

◯20
再
使
用
の
表
装
裂
接
合

◯21
中
裏
打
ち

◯22
総
裏
打
ち

◯23
本
紙
仮
張
り
、
乾
燥

◯24
補
填
し
た
補
修
絹
の
補
彩
最
終
調
整

◯25
軸
装
仕
立
て

◯26
太
巻
、
保
存
箱
、
袱
紗
、
四
方
帙
の
新
調

◯27
修
理
後
記
録
、
調
査

◯28
修
理
報
告
書
作
成

　

さ
て
、
右
記
工
程
に
よ
る
修
理
中
に
旧
修
理
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
簡
潔
に

記
し
て
お
く
。

　

両
幅
と
も
水
溶
性
染
料
や
裏
面
か
ら
の
色
調
正
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
加
筆
箇
所
ど
ち
ら
に
も
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
画
面
全
体
に
は
黄
色
ま
た

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
水
溶
性
染
料
が
染
み
込
ま
さ
れ
て
お
り
、
色
が
大
幅
に
調
整
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
肌
裏
紙
の
接
着
に
使
用
さ
れ
た
色
糊
（
染
料
を
含
ん
だ
澱
粉
糊
）、
水
溶
性
染
料
で
着

色
さ
れ
た
肌
裏
紙
・
増
裏
紙
に
よ
り
、
裏
側
か
ら
の
色
調
整
も
施
さ
れ
て
い
た
。
跋
陀
羅
尊

者
に
お
い
て
は
、
旧
総
裏
紙
の
作
品
部
分
に
あ
た
る
全
体
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
お
り
、

肌
裏
紙
も
し
く
は
増
裏
紙
に
使
用
さ
れ
た
水
溶
性
染
料
が
、
裏
打
ち
作
業
中
に
滲
み
出
て
あ

ら
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
半
託
迦
尊
者
の
赤
い
衣
に
は
、部
分
的
に
補
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、

水
に
非
常
に
不
安
定
な
た
め
旧
総
裏
紙
に
染
み
て
い
た
。
こ
れ
ら
色
材
に
つ
い
て
は
、
修
理

中
の
水
分
に
よ
り
滲
み
な
ど
汚
染
が
広
が
る
可
能
性
が
高
く
、
経
年
で
変
色
す
る
恐
れ
も
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
協
議
の
上
、
こ
れ
ら
色
材
が
滲
ま
な
く
な
る
ま
で
除
去
す
る
方
針
と
し
た
。

　

補
修
絹
と
加
筆
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
両
幅
と
も
尊
者
肉
身
部
は
広
範
囲
に
わ
た
り
補
修

絹
が
補
填
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
加
筆
修
正
に
よ
る
調
整
も
み
と
め
ら
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

分
と
の
境
界
が
判
別
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
跋
陀
羅
尊
者
は
肉
身
部
の
料
絹
は
ほ
と
ん
ど
欠

失
し
て
お
り
、
加
筆
さ
れ
た
補
修
絹
に
置
き
換
わ
っ
て
い
た
。
補
修
絹
表
面
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
断
片
が
残
存
す
る
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
加
筆
に
よ
り
境
目
の
判
別
は
難
し
い
状
況
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
虎
の
後
頭
部
や
足
元
、
尊
者
の
衣
の
白
い
線
、
上
部
の
樹
木
の
花
も
同
様
で

あ
る
。
半
託
迦
尊
者
に
つ
い
て
は
、
尊
者
・
従
者
肉
身
部
、
尊
者
衣
の
白
色
や
赤
色
部
分
に

細
か
い
料
絹
欠
失
が
多
数
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
裏
側
か
ら
纏
め
て
覆
う
形
で
補
修
絹
が
補

填
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
補
修
箇
所
の
加
筆
は
中
世
の
絵
具
に
は
見
ら
れ
な
い
マ
ッ
ト
な
質

感
が
見
ら
れ
た
。

　

修
理
前
調
査
時
点
で
加
筆
さ
れ
た
補
修
絹
の
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
絵
画
表
現
を
維
持

す
る
た
め
に
加
筆
補
修
絹
は
す
べ
て
温
存
し
、
保
存
上
問
題
の
あ
る
重
な
っ
た
部
分
の
み
を

除
去
す
る
方
針
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
旧
裏
紙
除
去
後
に
旧
補
修
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

修
理
前
の
認
識
よ
り
も
広
範
囲
で
補
修
絹
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
旧

補
修
裏
側
の
色
は
表
側
に
比
べ
て
変
色
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
表

側
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
鑑
賞
に
も
妨
げ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
先
述
の
と
お
り
、

肌
裏
紙
の
染
色
や
加
筆
な
ど
過
去
の
過
度
な
修
理
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
予
測
で

き
な
い
変
化
の
可
能
性
も
孕
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
補
修
絹
で
変
色
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

絵
画
表
現
に
影
響
の
少
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
除
去
す
る
方
針
と
し
た
。
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【図３】跋陀羅尊者修理後

【図４】跋陀羅尊者修理後本紙

【図１】跋陀羅尊者修理前

【図２】跋陀羅尊者修理前本紙
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【図７】半託迦尊者修理後

【図８】半託迦尊者修理後本紙

【図５】半託迦尊者修理前

【図６】半託迦尊者修理前本紙
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【図12】跋陀羅尊者修理後（部分）

【図14】半託迦尊者修理後（部分）

【図11】跋陀羅尊者修理前（部分）
加筆された補修絹の上に作品断片残存

【図13】半託迦尊者修理前（部分）
加筆された補修絹の上に作品料絹残存

【図10】跋陀羅尊者修理後（部分） 【図９】跋陀羅尊者修理前（部分）
本紙料絹の剥離
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註
　
１�
『
舊
越
前
福
井
城
主
松
平
侯
爵
家
御
藏
品
入
札
目
録
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
。

　
２�

前
掲
註
１
の
中
で
「
二
○　

兆
殿
司　

愛
龍 

愛
虎　

二
幅
對　

竪
三
尺
四
寸
二
分 

巾
一

尺
五
寸
」
と
記
載
。

（
た
な
か　

あ
き
・
福
井
県
立
美
術
館
）
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は
じ
め
に

　

令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
四
月
十
一
日
か
ら
五
月
十
一
日
に
か
け
て
、
当
館
の
テ
ー
マ
展

と
し
て「
ワ
ン
ダ
ー
☆
浮
世
☆
ラ
ン
ド
」展
を
開
催
し
た
。
本
展
で
は
浮
世
絵
の
始
ま
り
か
ら
、

最
盛
期
を
経
て
地
方
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
様
子
を
福
井
に
由
来
す
る
題
材
を
交
え
て
展
覧

し
、
多
く
の
来
館
者
か
ら
反
響
を
得
た
。
本
稿
で
は
展
覧
会
よ
り
、
現
福
井
県
域
の
旧
国
に

あ
た
る
越
前
と
若
狭
を
題
材
に
取
る
浮
世
絵
を
対
象
と
し
て
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
三

月
二
十
八
日
、
三
十
日
に
行
っ
た
現
地
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

現
地
調
査
の
概
要
と
背
景

　

本
調
査
で
は
、
浮
世
絵
の
画
題
と
な
っ
た
各
地
の
景
観
に
つ
い
て
、
現
地
に
訪
れ
て
現
在

の
景
観
を
把
握
し
、描
か
れ
た
景
観
と
実
際
の
景
観
と
の
対
比
を
行
っ
た
。
対
比
に
際
し
て
は
、

過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
景
観
変
容
も
考
慮
し
、
絵
図
や
地
形
図
な
ど
か
ら
過
去
の
景
観
も
把

握
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
本
調
査
お
よ
び
報
告
に
お
い
て
は
、
浮
世
絵
の
美
術
史
的
分
析

を
原
田
礼
帆
が
担
当
し
、
現
在
お
よ
び
過
去
の
景
観
に
つ
い
て
の
分
析
を
伊
藤
大
生
が
担
当

し
た
。
対
象
と
し
た
浮
世
絵
は
、
福
井
県
立
美
術
館
の
所
蔵
す
る
九
図
と
、
福
井
県
立
歴
史

博
物
館
が
所
蔵
す
る
一
図
で
あ
る
【
表
】【
調
査
地
】。

　

越
前
若
狭
を
題
材
と
し
た
浮
世
絵
は
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
よ
う
な
著
名
な
作
例
で
な

い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
検
証
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
１
。
浮
世
絵
は
多
く

の
場
合
が
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
無
く
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
絵
師
自
身
が
現
地
を

訪
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
の
想
像
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
先
行
資
料
を
参
考
に

し
て
諸
国
を
描
く
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
歌
川
広
重
の
作
品
に
は
既
に
種
本

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
複
数
の
資
料
を
制
作
の
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
２
。
そ
れ
ら
の
資
料
の
中
に
は
著
名
な
版
本
以
外
に
も
当
地
在
住
の
絵
師
の
作

例
や
、
実
際
に
当
地
を
訪
れ
た
人
物
の
紀
行
文
、
絵
図
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
推

察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
と
現
地
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
種
本
と
な
っ
た

〈
所
蔵
品
紹
介
〉 

越
前
若
狭
を
描
い
た
浮
世
絵
～
現
地
調
査
報
告
～

当
時
の
資
料
を
考
察
す
る
一
助
に
な
る
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
阿
倍
美
香
氏
は
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
形
式
的
な

要
素
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
「
当
時
の
「
名
所
」
と
し
て
当
然
描
か
れ
て
し
か
る

べ
き
場
所
が
描
か
れ
て
い
な
い
」
一
方
で
「
到
底
「
名
所
」
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
場
所
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
重
要
視
し
、「
浮
世
絵
風
景
画
が
、
当
時
の
文
化
を

反
映
し
、文
化
と
し
て
の
風
景
を
写
し
出
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
」
と
論
じ
て
い
る
３
。

浮
世
絵
を
通
し
て
越
前
若
狭
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
当
時
の
景
観
の
様
相
の
み
な
ら
ず
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
名
所
と
は
ど
こ
か
と
い
っ
た
、
空
間
認
知
の
在
り
方
を
紐
解
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
今
回
は
現
地
調
査
が
主
眼
と
な
り
、
作
品
が
描
か
れ
た
当
時
の
状
況
や
種
本
の
調

査
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
本
稿
が
今
後
の
所
蔵
品
研
究
を
深
化
さ
せ
る
第
一
歩
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

福
井
県
立
美
術
館　
　

原　

田　

礼　

帆

福
井
県
立
歴
史
博
物
館　
　

伊　

藤　

大　

生
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【
表
】

番
号

作
品
名

調
査
場
所

（
一
）

葛
飾
北
斎
《
諸
国
名
橋
奇
覧　

ゑ
ち
ぜ
ん
ふ
く
ゐ
の
橋
》

九
十
九
橋
（
福
井
市
中
央
三
丁
目
周
辺
）

（
二
）

歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
絵　

越
前 
敦
賀
気
比
ノ
松
原
》

天
筒
山
展
望
台

（
三
）

歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
会　

若
狭　

漁
舟
鰈
網
》

小
浜
漁
港
周
辺

（
四
）

歌
川
広
重
《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
三
国
》

三
国
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
周
辺

（
五
）

歌
川
広
重
《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
湯
之
尾
峠
》

湯
尾
峠
・
湯
尾
側
登
り
口

（
六
）

歌
川
広
重
《
北
陸
道
七
ヶ
国
（
一
）》

長
橋
漁
港
周
辺

（
七
）

歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
名
所
百
景　

越
前
三
国
乃
大
湊
》

三
国
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
周
辺

（
八
）

歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
名
所
百
景　

若
狭
か
れ
ゐ
を
制
す
》

小
浜　

マ
ー
メ
イ
ド
テ
ラ
ス
周
辺

（
九
）

歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
六
十
八
景　

若
狭
松
尾
山
》

は
ま
な
す
パ
ー
ク
海
水
浴
場
周
辺

（
十
）

歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
六
十
八
景　

越
前
等
仭
坊
》

東
尋
坊　

三
好
達
治
文
学
碑
周
辺

【
調
査
地
】
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文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
佐
藤
信
淵
が
著
し
た
『
経
済
要
録
』
に
お
い
て
越
前
和
紙
は
「
日

本
第
一
」
と
称
さ
れ
た
。

　

本
作
は
、
北
斎
が
実
際
に
福
井
に
来
て
描
い
た
作
品
で
は
な
い
が
、
半
石
半
木
の
九
十
九

橋
と
越
前
和
紙
が
、
江
戸
の
人
々
に
も
越
前
を
彷
彿
と
さ
せ
る
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
見
え
て
く
る
。

（
一
）
葛
飾
北
斎	

《
諸
国
名
橋
奇
覧　

ゑ
ち
ぜ
ん
ふ
く
ゐ
の
橋
》【
図
一
】

一
面　

木
版
色
摺　

天
保
四
～
五
（
一
八
三
三
～
三
四
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
『
諸
国
名
橋
奇
覧
』
は
、
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
九
～
一
八
四
九
）
が
十
一
橋
を
描
い
た
揃
物
。

落
款
は
「
前
北
斎
為
一
筆
」。
描
か
れ
た
橋
の
中
に
は
「
三
河
の
八
ツ
橋
」
な
ど
、
当
時
実
在

し
て
い
な
い
伝
説
上
の
橋
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
在
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
著
名
な
橋
を
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
の
九
十
九
橋
は
半
石
半
木
、
す
な
わ
ち
半
分
が
石
造
、

半
分
が
木
造
の
特
殊
な
構
造
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
橋
と
し
て
大
変
有
名
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

福
井
城
下
を
描
い
た
宝
暦
期
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
年
）
頃
の
絵
図
で
も
、
半
石
半
木

の
九
十
九
橋
が
確
認
で
き
る
【
図
二
】。
ま
た
、
こ
の
絵
図
か
ら
は
、
九
十
九
橋
以
外
の
橋
が

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
頃
に
由
利
公
正
の
発
議
に
よ
っ
て
幸

橋
が
架
橋
さ
れ
る
４
ま
で
、
福
井
城
下
で
足
羽
川
を
渡
る
橋
は
九
十
九
橋
の
み
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
街
道
で
も
あ
っ
た
九
十
九
橋
に
は
多
く
の
人
の
往
来
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
橋
の
た
も
と
に
は
川
船
の
船
着
場
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物
資
が
集

ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
往
来
し
た
り
集
ま
っ
た
り
す
る
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

九
十
九
橋
の
知
名
度
を
高
め
る
一
要
因
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
半
石
半
木
で
あ
っ
た
理

由
は
複
数
の
説
が
あ
る
が
、
そ
の
姿
は
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
橋
脚
を
除
き
全
て

木
造
の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
続
い
た
５
。

　

九
十
九
橋
は
福
井
城
側
が
木
造
、
足
羽
山
側
が
石
造
で
あ
っ
た
。
本
作
で
は
画
面
手
前
が

石
造
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
見
れ
ば
画
面
奥
が
城
下
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現

地
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
九
十
九
橋
周
辺
か
ら
は
遠
景
に
描
か
れ
た
よ
う
な
大
き
な
山
は
確

認
で
き
な
い
【
図
三
】。
ま
た
、
遠
景
の
川
岸
に
は
紙
を
木
の
板
に
貼
り
付
け
て
乾
か
し
て
い

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の
場
所
で
紙
漉
き
を
し
て
い
た
記
録
は
無
い
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
も
事
実
と
は
異
な
る
。
景
物
と
し
て
紙
の
干
乾
し
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

和
紙
が
九
十
九
橋
と
同
じ
く
越
前
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
平
瀬
徹
斎

編
に
て
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
初
版
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
再
版
さ
れ
た
『
日
本

山
海
名
物
図
会
』
に
は
、
九
十
九
橋
の
次
の
頁
に
越
前
和
紙
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

【
図
一
】

10



（九十九橋部分拡大）

【
図
二
】福
井
城
下
絵
図
写	　

宝
暦
期（
一
七
五
一
～
六
三
）頃	

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
三
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
三
十
日
伊
藤
大
生
撮
影
）
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（
二
）
歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
絵　

越
前 

敦
賀
気
比
ノ
松
原
》【
図
四
】

一
面　

木
版
色
摺　

嘉
永
六
～
安
政
三
（
一
八
五
三
～
五
六
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
『
六
十
余
州
名
所
図
絵
』
は
、
初
代
歌
川
広
重
︵
一
七
九
七
～
一
八
五
八
︶
が
五
畿
七
道

の
六
十
八
国
に
江
戸
と
目
録
を
加
え
た
計
七
十
枚
か
ら
な
る
大
作
。
越
前
若
狭
は
七
道
の
う

ち
北
陸
道
に
あ
た
り
「
越
前　

敦
賀
気
比
ノ
松
原
」
と
「
若
狭　

漁
舟
鰈
網
」
の
二
面
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
象
徴
す
る
名
所
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え
た
構
図
に
よ
っ
て
、

鑑
賞
者
に
現
地
の
光
景
を
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
せ
る
。
広
重
な
ら
で
は
の
斬
新
な
画
風
は
、

図
絵
と
し
て
楽
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
旅
心
を
刺
激
し
た
。

　

本
作
で
は
、
湾
の
沿
岸
部
に
松
原
が
確
認
で
き
る
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
地

形
図
か
ら
も
、
港
が
位
置
す
る
東
岸
部
は
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
西
岸
部
に
は
針

葉
樹
林
、
す
な
わ
ち
松
原
が
本
作
と
同
様
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
【
図
五
】。
こ
う

し
た
松
原
の
景
観
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
現
在

で
も
な
お
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
【
図
六
】。

【
図
五
】二
万
分
一
地
形
図「
敦
賀
」（
部
分
）　

明
治
二
六（
一
八
九
三
）年
測
量

　

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
四
】
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（
三
）
歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
会　

若
狭　

漁
舟
鰈
網
》【
図
七
】

一
面　

木
版
色
摺　

嘉
永
六
～
安
政
三
（
一
八
五
三
～
五
六
）
年

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

　
「
越
前　

敦
賀
気
比
ノ
松
原
」
に
続
き
、
若
狭
か
ら
は
「
漁
舟
鰈
網
」
が
選
ば
れ
た
。
若

狭
は
御
食
国
と
し
て
古
代
か
ら
有
名
で
あ
り
、
特
に
鰈
で
知
ら
れ
て
い
た
。
寛
政
十
一

（
一
七
九
九
）
年
に
木
村
孔
恭 （
蒹
葭
堂
）
著
に
て
発
刊
さ
れ
た
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
に
は
、

本
作
と
同
様
に
船
か
ら
網
を
出
す
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
図
八
】。
し
か
し
、若
狭
で
は
「
大

敷
網
漁
」
と
「
手
繰
網
漁
」
が
広
く
普
及
し
た
６
も
の
の
、
鰈
と
り
の
「
打
瀬
網
」
が
曳
か
れ

た
こ
と
を
示
す
史
料
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
地
で
の
写
生
で
は
な
く
、
他
所
の
漁
労
の

様
子
を
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る
７
。

　

若
狭
湾
で
は
、
暖
流
と
寒
流
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な
海
産
物
や
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
は
岬
や
入
江
の
多
い
リ
ア
ス
海
岸
で
天
然
の
良
港
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
好
漁
場
と
し
て
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
８
。
本
作
に
も
様
々
な

海
産
物
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
様
子
や
、
岬
や
入
江
の
向
こ
う
に
山
が
連
な
る
リ
ア
ス
海
岸
の

地
形
的
特
徴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
地
形
図
か
ら
は
、
河

口
部
分
に
港
が
確
認
で
き
【
図
九
】、
ま
た
現
地
で
も
港
や
湾
の
西
側
に
山
地
が
確
認
で
き
る

【
図
十
】。
漁
労
の
様
子
は
実
際
と
は
異
な
る
も
の
の
、
好
漁
場
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
河

口
近
辺
か
ら
の
景
観
に
お
い
て
は
、
本
作
と
現
地
の
様
子
は
類
似
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
図
六
】現
在
の
様
子（
天
筒
山
展
望
台
か
ら
み
た
敦
賀
港	　
（
写
真
提
供
：
敦
賀
市
））

【
図
七
】
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【
図
八
】木
村
孔
恭 ︵
蒹
葭
堂
︶／ 
蔀
関
月
画『
日
本
山
海
名
産
図
会
』巻
之
三

若
狭
鰈
網（
寛
政
十
一（
一
七
九
九
）年
初
版
、全
五
冊
）福

井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

（港部分拡大）

【
図
九
】二
万
分
一
地
形
図「
小
浜
」（
部
分
）　

明
治
二
六（
一
八
九
三
）年
測
量

　

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
十
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
二
十
八
日
伊
藤
大
生
撮
影
）

14



（
四
）
歌
川
広
重
《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
三
国
》【
図
十
一
】

一
面　

木
版
色
摺　

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
『
山
海
見
立
相
撲
』
は
、
広
重
が
最
晩
年
に
全
国
の
名
所
二
十
カ
所
を
描
い
た
作
品
。
相
撲

の
行
司
の
持
つ
軍
配
の
絵
柄
の
中
に
各
題
が
書
か
れ
て
い
る
。「
山
」
と
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
十
カ
所
ず
つ
が
選
出
さ
れ
る
中
、「
海
」で
は「
越
前
三
国
」、「
山
」で
は「
湯
之
尾
峠
」

が
選
ば
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
発
展
し
た
「
見
立
て
」
と
は
、
あ
る
も
の
を
全
く
別
の
何
か
に
な
ぞ
ら
え
て

表
現
す
る
方
法
で
、
本
作
の
よ
う
に
相
撲
に
見
立
て
て
様
々
な
も
の
を
競
わ
せ
た
り
、
順
位

付
け
し
た
り
し
て
楽
し
む
な
ど
、
知
的
、
文
学
的
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
に
用
い
ら
れ
る
。

本
図
も
そ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　

三
国
は
、
県
下
最
大
規
模
の
河
川
で
あ
る
九
頭
竜
川
の
河
口
に
位
置
し
、
川
に
沿
う
よ
う

に
町
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
河
口
は
川
と
海
が
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
船
の
ほ
か
北
前

【
図
十
三
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
二
十
八
日
伊
藤
大
生
撮
影
）

【
図
十
二
】二
万
分
一
地
形
図「
三
国
町
」（
部
分
）　

明
治
三
二（
一
八
九
九
）年
修
正

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
十
一
】
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船
な
ど
の
海
船
が
発
着
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
国
に
は
多
く
の
人
や
物
資
が

集
ま
っ
た
。

　

本
作
に
は
、
船
が
砂
浜
に
到
着
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
の
地
形
図
か
ら
は
、
宿
集
落
付
近
に
砂
浜
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
【
図
十
二
】、

ま
た
現
地
で
も
本
作
と
同
様
に
海
の
向
こ
う
に
山
の
連
な
り
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
【
図

十
三
】、
こ
の
場
所
が
浮
世
絵
に
近
い
景
観
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
同
地

を
二
代
広
重
も
描
い
て
お
り
、
初
代
と
は
異
な
る
視
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
五
）
歌
川
広
重
《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
湯
之
尾
峠
》【
図
十
四
】

一
面　

木
版
色
摺　

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
『
山
海
見
立
相
撲
』
の
う
ち
、
越
前
の
山
を
描
く
。《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
三
国
》【
図

十
一
】
と
対
に
な
り
、
本
作
で
は
国
同
士
を
戦
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
中

の
山
と
海
を
戦
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
言
え
る
。

　

湯
尾
峠
は
湯
尾
村
の
南
方
の
山
中
に
位
置
す
る
峠
で
、『
太
平
記
』
に
も
記
述
が
確
認
で
き

る
な
ど
、
古
く
か
ら
交
通
上
の
要
地
で
あ
っ
た
９
。
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
完
成
し

た
地
誌
で
あ
る
『
越
前
国
名
蹟
考
』
に
よ
る
と
、
道
中
に
峠
茶
屋
が
四
軒
あ
っ
た
 10
。
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
の
湯
尾
村
を
描
い
た
絵
図
か
ら
も
、
山
間
部
を
縫
う
よ
う
に
伸
び
て
い
る
峠

道
に
沿
っ
て
四
軒
の
家
屋
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
【
図
十
五
】。
明
治
時
代
以
降
、
鉄
道

の
開
通
や
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
峠
を
往
来
す
る
人
は
減
っ
た
も
の
の
、
現
在
で
は
登
山

道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
も
浮
世
絵
と
同
様
山
中
に
伸
び
る
二
股
道
が
確
認
で

き
る
【
図
十
六
】。

　

前
田
詩
織
氏
に
よ
り
本
図
は
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
に
親
鸞
の
二
十
四
人
の
高
弟
の
旧

跡
巡
礼
の
案
内
書
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
着
想
を
得
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
 11
。
茶
屋
の
様
子
や
二
股
に
分
か
れ
た
道
な
ど
が
よ
く
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時

は
名
の
知
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

【
図
十
四
】
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（峠茶屋部分拡大）

【
図
十
五
】湯
尾
村
絵
図
写　

明
治
四（
一
八
七
一
）年	

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
十
六
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
二
十
八
日
原
田
礼
帆
撮
影
）
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江
戸
時
代
の
越
前
の
雲
丹
は
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
産
地
の
一
つ
で
あ
る
越
前
海

岸
沿
い
の
南
菅
生
浦
・
北
菅
生
浦
・
長
橋
浦
の
各
村
で
は
、
毎
年
夏
に
福
井
藩
の
御
料
理
方

が
雲
丹
の
調
製
に
訪
れ
、
村
人
は
こ
れ
に
従
事
し
た
と
言
う
 12
。
本
作
で
は
、
干
潟
で
雲
丹
を

取
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
地
は
岩
石
海
岸
で
干
潟
は
な
く
【
図
十
八
】、
明

治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
地
形
図
で
も
現
在
と
同
様
の
地
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
【
図
十
九
】。

（
六
）
歌
川
広
重
《
北
陸
道
七
ヶ
国
（
一
）》【
図
十
七
】

一
面　

木
版
色
摺　

嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
『
北
陸
道
七
ヶ
国
』
は
、
広
重
が
五
畿
七
道
を
描
い
た
『
国
尽
張
交
図
会
』
の
う
ち
北
陸
道

七
ヶ
国
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
名
物
を
二
枚
に
渡
っ
て
表
し
て
お
り
、
名
物

を
強
調
し
て
紹
介
す
る
擦
物
で
あ
る
。

　
（
一
）
に
は
、
若
狭
の
干
鰈
、
越
前
の
雲
丹
取
り
、
加
賀
の
安
宅
関
の
武
蔵
坊
弁
慶
、
能
登

の
日
和
山
を
望
む
九
十
九
湾
が
描
か
れ
る
。
各
名
物
は
長
方
形
や
、
猪
目
の
枠
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
（
二
）
に
は
越
中
の
滑
川
の
大
蛸
、
越
後
の
新
潟
踊
、
佐
渡
の
佐
渡
島
が
描

か
れ
て
お
り
、
佐
渡
島
を
扇
型
に
入
れ
る
。
他
面
も
同
様
に
、
長
方
形
と
変
形
の
枠
を
用
い

て
お
り
、
た
だ
国
の
名
所
を
描
く
の
で
は
な
く
、
楽
し
く
諸
国
を
描
く
手
法
が
駆
使
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

【
図
十
八
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
三
十
日
原
田
礼
帆
撮
影
）

【
図
十
七
】
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前
述
の
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
に
は
本
作
に
近
い
雲
丹
取
り
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
同
地
の
漁
法
は
干
潟
で
雲
丹
を
取
る
の
で
は
な
く
、
海
女
が
潜
水
で
捕
獲
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。《
六
十
余
州
名
所
図
会　

若
狭　

漁
舟
鰈
網
》【
図
七
】
と
同
じ
く
他
所
の
様
子

を
写
し
た
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
 13
。

（
七
）
歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
名
所
百
景　

越
前
三
国
乃
大
湊
》【
図
二
十
】

一
面　

木
版
色
摺　

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　

歌
川
広
重
（
二
代
）
は
初
代
広
重
の
門
人
で
、
本
名
は
森
田
鎮
平
︵
一
八
二
六
～
六
九
）。

広
重
の
画
法
を
継
ぎ
、
名
所
図
を
得
意
と
し
た
。
本
作
は
、
諸
国
の
名
所
を
百
景
連
作
と
し

て
描
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
の
、
百
図
は
完
成
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
お
り
、
現
在

八
十
一
図
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
越
前
若
狭
か
ら
は
「
越
前
の
三
国
」
と
「
若
狭
の
鰈
」
が

選
出
さ
れ
た
。

　

本
作
は
、
初
代
広
重
を
も
超
え
る
よ
う
な
大
胆
な
構
図
で
各
地
の
名
所
が
描
か
れ
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
中
で
も
、
本
作
の
よ
う
に
画
面
手
前
も
し
く
は
中
央
に
そ
の
土
地
を

象
徴
す
る
名
物
を
大
き
く
描
き
、
圧
巻
の
迫
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
魅
力
を
伝
え
た
作
例

が
多
い
。
初
代
広
重
の
養
女
・
お
辰
と
結
婚
し
、
二
代
目
を
襲
名
し
た
翌
年
か
ら
制
作
を
始

め
た
連
作
に
お
い
て
、
二
代
目
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
渾
身
の
力
作
と
し
て
本
作
を
描
い
て
い

【
図
二
十
】

【
図
十
九
】五
万
分
一
地
形
図「
福
井
」（
部
分
）　

明
治
四
十
二（
一
九
〇
九
）年
測
量

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
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（
八
）
歌
川
広
重
（
二
代
）	

《
諸
国
名
所
百
景　

若
狭
か
れ
ゐ
を
制
す
》【
図
二
十
二
】

一
面　

木
版
色
摺　

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　

若
狭
鰈
は
前
述
の
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
に
お
い
て
「
淡
乾
の
品
多
し
と
い
え
ど
も
是

天
下
の
出
類
雲
上
の
珎
美
と
云
べ
し
」
と
称
さ
れ
る
名
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で

も
小
浜
で
水
揚
げ
、
天
日
干
し
さ
れ
、
皇
室
に
も
献
上
さ
れ
て
い
る
。

　

本
作
で
は
、
海
の
向
こ
う
に
山
や
、
海
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
茅
葺
屋
根
の
家
屋
が
描
か

れ
て
い
る
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
地
形
図
で
も
同
様
に
、
小
浜
町
に
お
い
て
海

の
近
く
ま
で
宅
地
が
広
が
っ
て
い
る
景
観
が
見
て
取
れ
る
【
図
九
】。
こ
う
し
た
様
子
は
現
地

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
現
地
で
は
本
作
と
同
じ
く
海
の
向
こ
う
に
山
も
確
認
で

き
る
【
図
二
十
三
】。
海
の
向
こ
う
に
山
が
見
え
、
海
の
近
く
ま
で
宅
地
が
迫
る
景
観
は
、
浮

世
絵
と
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
背
景
が
推
察
さ
れ
る
。
二
代
広
重
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
︶
年
ま
で
生
き
、
激
動
の
幕

末
の
中
で
外
国
人
向
け
の
横
浜
絵
な
ど
も
描
き
な
が
ら
、
歌
川
派
の
画
風
を
後
世
に
伝
え
た
。

　

初
代
広
重
が
同
じ
三
国
を
描
い
た
《
山
海
見
立
相
撲　

越
前
三
国
》【
図
十
一
】
と
比
較
す

る
と
、
相
違
点
と
し
て
、
船
の
大
き
さ
の
み
な
ら
ず
、
初
代
広
重
の
作
で
は
右
奥
に
も
砂
浜

と
思
し
き
土
地
が
見
え
る
一
方
で
、
本
作
で
は
奥
に
岸
壁
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き

る
。
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
の
地
形
図
【
図
一
二
】
や
現
地
調
査
【
図
二
十
一
】
か
ら
は
、

宿
集
落
の
北
西
の
平
岩
集
落
あ
た
り
に
砂
浜
と
崖
が
確
認
で
き
、
こ
の
あ
た
り
が
浮
世
絵
と

類
似
す
る
景
観
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
人
体
に
対
し
て
船
の
規
格
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
船
の
大
き
さ
は
イ
ン
パ
ク
ト

を
重
視
し
た
誇
張
で
あ
る
と
言
え
る
。

【
図
二
十
二
】

【
図
二
十
一
】現
在
の
様
子　
（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
三
十
日
伊
藤
大
生
撮
影
）
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（
九
）
歌
川
広
重
（
二
代
）	

《
諸
国
六
十
八
景　

若
狭
松
尾
山
》【
図
二
十
四
】

一
面　

木
版
色
摺　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　

江
戸
時
代
の
諸
国
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
ず
つ
名
所
を
描
い
た
本
作
で
、若
狭
か
ら
は
「
若

狭
松
尾
山
」
が
主
題
と
さ
れ
た
。
本
作
の
よ
う
に
、画
面
の
中
央
に
大
き
く
山
を
描
く
構
図
は
、

伝
統
的
な
山
水
画
の
構
図
を
用
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　

双
耳
峰
を
な
す
山
の
形
状
か
ら
、
本
作
に
描
か
れ
た
山
は
青
葉
山
で
あ
ろ
う
【
図
二
十
五
】。

小
浜
藩
士
が
著
し
た
元
禄
六（
一
六
九
三
）年
の
地
誌
で
あ
る『
若
狭
郡
県
志
』で
は「
青
葉
山
」

の
名
称
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
主
題
が
「
松
尾
山
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
正
徳
三

（
一
七
一
三
）
年
に
発
刊
さ
れ
た
貝
原
益
軒
の
紀
行
文
『
諸
州
巡
覧
記

西
北
紀
行
』
の
中
で

「
松
尾
山
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
青
葉
山
に

【
図
二
十
三
】現
在
の
様
子	（

令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
二
十
八
日
伊
藤
大
生
撮
影
）

【
図
二
十
四
】
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は
中
腹
に
三
十
三
所
の
観
音
霊
場
の
ひ
と
つ
「
青
葉
山　

松
尾
寺
」
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
に

影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
地
形
図
か
ら
は
、

本
作
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
青
葉
山
の
麓
に
傾
斜
地
に
囲
ま
れ
た
漁
村
や
入
江
が
散

在
し
て
い
る
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
二
十
六
】。
双
耳
峰
を
な
す
山
の
形
状
の

ほ
か
、
漁
村
や
入
江
の
地
形
な
ど
、
浮
世
絵
と
実
際
の
景
観
が
類
似
す
る
箇
所
が
確
認
で
き

る
と
言
え
る
。

【
図
二
十
六
】二
万
分
一
地
形
図「
青
葉
山
」「
高
浜
」（
部
分
）　

明
治
二
十
六（
一
八
九
三
）年
測
量	

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

【
図
二
十
五
】青
葉
山

写
真
提
供
：
福
井
県
公
式
観
光
サ
イ
ト　

ふ
く
い
ド
ッ
ト
コ
ム
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（
十
）
歌
川
広
重
（
二
代
）《
諸
国
六
十
八
景　

越
前
等
仭
坊
》【
図
二
十
七
】

一
面　

木
版
色
摺　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年

福
井
県
立
美
術
館
蔵

　

本
作
は
二
代
広
重
が
初
代
広
重
の
作
例
を
よ
く
学
び
、
ま
た
自
身
の
『
諸
国
名
所
百
景
』

か
ら
焼
き
直
し
の
形
で
描
い
た
図
の
多
い
揃
物
。
現
在
も
観
光
地
と
し
て
有
名
な
「
等
仭
坊
」

（
東
尋
坊
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
現
在
観
光
で
訪
れ
た
際
に
目
に
す
る
よ
う
な
、
崖
の
先
端
か
ら
の
景
観

で
は
な
く
、
崖
を
横
か
ら
見
た
景
観
を
描
い
て
い
る
点
と
、
描
か
れ
て
い
る
景
観
が
現
在
の

景
観
と
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
尋
坊
周
辺
を
描
い
た
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年

の
地
形
図
を
見
る
と
【
図
二
十
八
】、
東
尋
坊
の
崖
の
先
端
ま
で
続
く
道
が
確
認
で
き
ず
、
ま

た
細
か
い
等
高
線
が
引
か
れ
て
い
て
急
傾
斜
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
崖
の
先
端
に
行

く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
作
に
描
か
れ
た
よ
う
な
景
観
は
、

現
在
は
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
下
っ
て
い
く
こ
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
か
つ
て

は
船
に
よ
っ
て
崖
下
に
訪
れ
る
こ
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
に
も

続
く
船
の
上
か
ら
の
観
光
が
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

海
底
か
ら
隆
起
し
て
い
る
岩
石
の
分
布
状
況
と
い
う
よ
う
な
、
言
語
化
が
難
し
い
現
在
の
景

観
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
【
図
二
十
九
】、
現
地
を
観
察
し
た
、
も
し
く
は
詳
細
な
種
本

を
も
と
に
本
作
の
制
作
を
行
っ
た
可
能
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、展
覧
会
で
は
歌
川
豊
国（
三
代
）《
見
立
闇
づ
く
し　

廊
の
や
み　

三
国
小
女
郎
》

【
図
二
十
七
】

【
図
二
十
八
】二
万
分
一
地
形
図「
安
島
浦
」（
部
分
）　

明
治
三
二（
一
八
九
九
）年
修
正

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
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【
図
三
十
】
も
展
示
し
、
そ
の
背
景
に
描
か
れ
た
旅
籠
と
見
比
べ
る
た
め
、
現
存
す
る
三
国

の
旅
館
【
図
三
十
一
】
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
浮
世
絵
の
主
題
が
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

景
観
の
比
較
ま
で
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。

【
図
三
十
】歌
川
豊
国（
三
代
）《
見
立
闇
づ
く
し　

廊
の
や
み　

三
国
小
女
郎
》　
（
一
面　

木
版
色
摺　

安
政
二（
一
八
五
五
）年
）

福
井
県
立
美
術
館
蔵

【
図
二
十
九
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
三
十
日
伊
藤
大
生
撮
影
）
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註１
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
作
品
解
説
、
後
述
の
美
術
館
だ
よ
り
、『
福
井
県
史
』
な
ど
で
、

数
点
に
関
す
る
個
別
の
論
述
は
な
さ
れ
て
い
る
。

２
《
京
都
名
所
》
に
お
い
て
『
都
名
所
図
会
』
や
『
都
林
名
勝
図
会
』
な
ど
を
参
照
（『
全
集

浮
世
絵
版
画
６　

広
重
』
集
英
社
、
一
九
七
一
年
）。

３
阿
部
美
香
「
文
化
的
な
風
景
の
研
究
に
お
け
る
浮
世
絵
・
木
版
風
景
画
の
検
討
と
妥
当
性
」

（「
地
域
と
環
境
」
研
究
会
編 （
12
）
二
〇
一
二
年
、
一
一
一
―
一
二
〇
頁
）。

４
福
井
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
福
井
市
史　

Ⅰ
』
福
井
市
、
一
九
七
〇
年
、
九
二
一
頁
。

５
前
掲
註
４
、二
九
四
頁
。

６
福
井
県
編
、
発
行
『
福
井
県
史　

通
史
編
４　

近
世
二
』
一
九
九
六
年
、
二
五
一
頁
。

７
前
掲
註
６
、二
五
四
―
二
五
五
頁
。

８
木
内
信
蔵
編
『
わ
が
国
土 

３
』
講
談
社
、
一
九
六
一
年
、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
越
前
若
狭
を
題
材
に
取
る
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
現
地
調
査

結
果
を
報
告
し
た
。
全
体
を
通
し
て
は
、
現
地
に
訪
れ
ず
に
描
い
た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る

浮
世
絵
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
現
地
の
景
観
と
類
似
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

し
か
し
一
方
で
、
取
り
分
け
初
代
広
重
と
二
代
広
重
が
同
じ
場
所
を
描
い
た
「
三
国
」
と
「
若

狭
」
は
、
主
題
の
捉
え
方
と
視
点
の
違
い
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も
同
地
の
名
物

を
版
本
な
ど
よ
り
得
た
情
報
に
具
体
的
に
示
そ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
二
代
広
重
は
「
船
」、

「
鰈
」
と
い
っ
た
景
物
に
主
眼
を
置
き
、
実
際
の
景
観
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
よ
り
重
視
し
た

構
図
を
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
今
回
は
現
地
調
査
が

主
眼
と
な
り
、
深
い
考
察
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
と
展
覧
会
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
越
前
若
狭
に
思
い
を
馳
せ
る
と
共
に
、

浮
世
絵
を
通
し
て
現
在
の
福
井
を
見
る
こ
と
で
、
現
在
に
か
け
て
変
化
し
て
き
た
、
あ
る
い

は
今
も
な
お
変
化
せ
ず
に
残
る
地
形
や
道
な
ど
の
景
観
を
振
り
返
る
機
会
を
得
た
。
か
つ
て

の
姿
を
現
在
に
伝
え
る
浮
世
絵
は
、
絵
画
と
し
て
の
面
白
さ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
あ

る
人
々
の
歴
史
を
も
想
起
さ
せ
る
。
本
稿
で
の
結
果
報
告
は
最
終
結
果
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
今
後
も
調
査
を
続
け
、
報
告
を
行
い
た
い
。

【
図
三
十
一
】現
在
の
様
子	

（
令
和
七（
二
〇
二
五
）年
三
月
三
十
日
原
田
礼
帆
撮
影
）
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９
小
葉
田
淳
監
修
『
福
井
県
の
地
名　

日
本
歴
史
地
名
大
系
１
８
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、

四
八
九
頁
。

10
杉
原
丈
夫
編
『
新
訂
越
前
国
名
蹟
考
』
松
見
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
一
頁
。

11
前
田
詩
織
「
コ
ラ
ム　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
福
井
」（『
美
術
館
だ
よ
りvol.160

』
二
〇
一
九

年
、
福
井
県
立
美
術
館
）。

12
①
福
井
県
文
書
館
「
献
上
う
に
・
か
に
」（
福
井
県
文
書
館
月
替
展
示
）、
二
〇
一
〇
年
、

　
　

https://w
w

w
.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m

-exhbt/201009A
M

　
　

/201009.htm
l

、
二
〇
二
六
年
二
月
一
日
ア
ク
セ
ス
。

　
②
福
井
県
文
書
館
「
季
節
の
〝
一
品
〟、
い
た
だ
き
ま
す
！
―
江
戸
時
代
の
ふ
く
い
の
食
―
」

　
（
福
井
県
文
書
館
三
月
・
四
月
月
替
展
示
）、
二
〇
二
〇
年
、

　
　

https://w
w

w
.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m

-exhbt/20200221A

　
　

M
/20200221A

M
.htm

l

、
二
〇
二
六
年
二
月
一
日
ア
ク
セ
ス
。

13
前
掲
註
７

（
は
ら
だ　

あ
や
ほ
・
福
井
県
立
美
術
館
）

（
い
と
う　

だ
い
き
・
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
）
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